さし は ひどく ひん 曲って いた。 ペンキの 色 もす つかり 

はげて、 建物 は ミイラ 色に なって いた。 

時計台の 大 時計 は、 一 一時 を さした まま、 動か なくなつ 

ていた。 今 この 村に 生きて いる 者で、 誰も この 時計が 

動く の を 見た 者がなかった。 

この 時計屋 敷が、 いつ、 そこに 建てられ たの かそれ 

を 知っている 人 は、 あまり 多くなかった。 それ は 〔# 

「それ は」 は 底本で は 「それが 匕 明治維新の 前後に 出来た 

もので、 どこの 国の 白人 か はしらな いが、 ャ リウスと 

いう 鼻の 高い 赤い ひげの からだの 大きな 人が、 そこへ 

あれ を 建てた という こと だ。 



一 説に、 その ャ リウス は、 白人と 日本人の 混血児 だ 

とも 伝えられ ていて、 この 方が 正しい のか もしれ ない 

と 思われる。 

とにかく その ャ リウス は、 百 五十人ば かりの 人 を 連 

れて 来て、 その 建築 工事 を はじめた。 左 内 村の 人た ち 

しょ. つや 

は、 ぜひ その 仕事に やとっても らいたくて、 代々 庄屋 

の 家柄の 左 平 を はじめ 若者た ち も その 工事 場へ いって 

たのんだ ので あつたが、 ャ リウス は 首 を 左右に ふって、 

左 内 村の 人間 をた だ 一人 もやと いいれ なかった。 村人 

は、 がっかりし、 そして ャ リウス を うらみ、 時計台 を 

にらみつけて は 新築 屋敷の こと をのろ つた。 



とうとう 怪事件 を、 ひきおこして しまった。 いわな 

いこと じ やない。 それ だから、 時計屋 敷に は 手 をつ け 

るな と、 昔から いいった えられて いるのに、 ばかな こ 

と をした もんだ。 

時計屋 敷に おそろしい のろいの かかって いるの を 信 

じさ < 

じている 左 内 村の 老人た ち は、 北岸の 治 作さん ほか 六 

人の 若者た ちが、 われから そのような 悪い 運命に おち 

こんだ の を 悲しみ、 そして なげいた。 

「も、 誰も 時計屋 敷に 近づけ るん じ やない よ」 

「あの 屋敷に 一 足 ふみこめば、 地獄の 血の 池 地獄まで 



さかおとし じ や」 

あいことば 

そういう ことばが、 合言葉の ように、 左 内 村の 中 を 

何十べ ん となく 往復した。 

この 行方不明 事件 は、 警察署へ も 報告され た。 しか 

し 二 名の 警察官が 自転車に のつ て、 村長のと ころへ 様 

子 を 聞きに 来た だけで、 警官 は 時計屋 敷に は 足 を 入れ 

ず、 そのまま 帰って しまった。 

「おまわりさん だって、 いや だよ な あ。 あんな 幽 霊屋 

敷に はいって、 二度と 外へ 出て こられなくなる の はな 

あ」 

村人 は、 そういって 警. g に 同 晴 した。 



北岸のお じさん なんかの、 行方不明 事件の ほう はどう 

す るんだ い」 

と、 二宮 少年が、 顔 を 赤く して 叫んだ。 

「二宮 は、 ぼくの いう こと をし まいまで 聞かないで 怒 

るから 困る よ、 つまりね J 

「つまり はもうた くさんだ よ、 四 本 君」 

「いいや。 ここ はどうしても つまりと いわなく ちゃね 

つまり ぼくの いいたい こと は、 幽霊で もお 化けで もす 

こし もこ わい こと はない。 奴ら も、 物象 学に したがわ 

なくて はならない の だから、 物象 学 をよ く 勉強して い 

る ぼくたち は、 少しも こわい こと はない。 すなわち 幽 



「いい じ やない か、 カズ 子さん なら、 秘密 を まもって 

くれる よ、 だって カズ 子さん のお 父さん も、 あの 行方 

不明に なった 一 人なん だからね」 

六条 君が いった。 〔# 「いった ご は 底本で は 「いった 匕 

カズ 子 は、 副 班長と して 時計屋 敷の 掃除に はいって 

よしみつ とむ 

いった 吉見 勤の 娘だった。 

「ええ、 あたし は 秘密 を まもります わ、 そしてお 礼 を 

申します わ、 お 父 さまた ち を 探し出して ちょうだいね 

また、 あたした ち 女の子に 手つ だう ことがあったら、 

喜んで 手つ だいます わ」 

「うん、 またたの むか もしれ ない けれどね、 とにかく 



うに、 何 かもの をい い 出しそう に 立って いる。 時計台 

の 時計の 針 は、 あいかわらず 二 時 を 指した まま だ。 

勇ましい こと をい つて、 ここまで はやって 来たが、 

なんだか 急に うす 気味が 悪くな つた。 天候が にわかに 

変って、 嵐 もように なった の も、 その 原因の 一 つに ち 

、、ゝ ヽ ヽ n> 

カレ^? レ 

「さあ、 元気 を 出して、 はいろう ぜ」 

八 木のう ながす ような 声に 「うむ」 と 返事 をした。 

八 木 はっかつ かと、 崩れた 傲のと ころへ 進み、 手 を か 

けて その上に のぼった。 そうして うしろ を 向いて おい 

でお いで をす ると、 塀 を 内側へ とびおりた。 



ひも 

が、 懐中電灯 を 紐に ぶら下げて、 中 を 見よう か」 

「いや、 そんな こと をしたら、 悪い やつに 見つかる か 

もしれ ない よ。 どうせ 下りるなら、 くらがり 井戸 を 

そ つ と 下りて 行く 方が い いと 思う」 

八 木 はそう いった。 

「よし、 君の 好きな ようにし たがいい、 そのかわり、 

もし 危険 を 感じたら、 この 綱 を ゆすぶ るんだ よ。 それ 

が 信号 さ、 SOS の 危険信号 さ。 すると ぼくたち 四 人 

は 力 を あわせて、 すぐ この 綱 を 引 張り あげる からね、 

君 はしつ かり 綱に つかまって いるんだ よ」 

「うん、 分った よ、 それじゃ 頼む よ、 では、 ぼく は 井 



「あ ッ」 

いきなり あたりが うす 明るくな つた。 それと ほ とん 

ど 同時に、 八 木の 足 は 下につ いた。 

さあ、 ここ は どんなと ころ かと、 八 木 少年 は、 すば 

みが ま 

やく 身構え をして、 ぐるつ と 四方八方 を にらみ まわし 

あなぐら 

た。 そこ は 一 坪ば かりの 円形の 穴 倉に なって いた。 そ 

こから 一 方へ トンネルが つづいて いた。 

(どこへ つづいて いる トンネルだろう か) 

分らない、 その 奥の こと は。 

てんじょう 

ガラス 天井 



八 木 少年 は、 すかして みたけれ ど、 奧は ほの 明るい 

だけで、 はっきりした ものの 形 は 見えない。 

(あの 明るさ は、 どこから さしこんで いる 明るさ だろ 

うか、 あそこまで 行けば、 もっと この トンネルの 中の 

ことが 分る かもしれ ない) 

そう 思 つ た 八 木 は、 とこと こと トンネル を 歩き だし 

た。 

行きつ いてみ ると、 その 明るい 場所 は、 トンネルの 

曲り かどに なって いた。 明り は 右手から さしこん でい 

る。 その 右手 を のぞきこ むと、 扉が あった。 



その 扉 は、 さびた 鉄の 扉だった。 

ハンドルが ついてい たので、 それ をに ぎって、 扉 を 

あけようと、 いろいろ やって みた。 しかし 扉 はび くと 

もしなかった。 さびついて いるの かもしれ ない。 

(この 扉が あくと、 きっと、 おもしろい ことが 分 るん 

だろう が、 ざんねん …… ) 

そのと きであった。 八 木の 立って いると ころが、 急 

に 光が かげ つ たように 暗くな つ た。 

「おや」 

あおむ 

と、 八 木 は 上へ 仰向いた、 光 は 天井から さしていた 

ので、 それが どうして 暗くな つたの かと 上 を 見た の だ。 



「おお、 あれ は 何 だ …… 」 

八 木 少年の 頭上 五メ— トルば かりのと ころに、 あつ 

い ガラス を はめこんだ 細長い 天井が あった。 その ガラ 

ス 天井 は、 よごれて くもって いたが、 その ガラス 天井 

の 上 を、 黒い 楕円形の ものが ゆっくりと 動いて いるの 

であった。 

「ふしぎな もの を 見つけた …… 」 

おそろし いこと はお そろし いが、 すばらしい 発見 だ _ 

なお もよ く 見て いると、 その 黒い 楕円 は 二つあって 

一方が 動いて いると き は、 他方 はじつ としてい る。 そ 

してた がいちが いに 動く、 その 二つの 楕円 全体が、 もつ 



がらがら がら ッと、 重い 金属製の 戸が 引かれる 音 を 

再び 耳に した。 しかし こんど は、 四 少年の 頭上 はるか 

のと ころに おいてであった。 

「おい、 けが をし なかった か」 

「ぼく は 大丈夫、 君 はどう だ」 

「ぼく は 腰の 骨 をい やという ほど 打って、 涙が 出た よ、 

ぼくたち は、 落とし穴へ 落ちたん だね」 

「そうら しい、 やつ ばり 時計屋 敷 はす. 1 J いところ だね」 

「早く 穴から 出よう じ やない か」 

「いや、 だめ だ。 あれ を 見た まえ、 大きな 鉄の 格子戸 

が 穴の 上 をふさいで いるよ」 



その 動く もの は、 たしかに 大きな 動力で 動いて いる 

らしかった。 

ごつ とん ごつ とんと、 重い ひびきが 地底から ひびい 

てく る。 

力た i 

そのうちに、 足の 下が 急に 傾 いた。 ざらざらと 

どしゃ 

土砂が 一 方へ 走る。 

「しっかり、 気をつけろ」 

と、 五井が 叫んだ が、 その ときには、 足の 下 は 急 角 

すべ 

度に 傾き、 四 少年 はずる ずると 滑って からだの 中心 を 

失った。 

「あ ッ、 落ちる」 



めた。 

「たしかに、 この 屋敷の 建て 方 は、 一風 かわって いる 

ね、 間 取 も、 奇妙 だ」 

四 本が、 あたり を 見 まわして、 感じた こと を もらし 

た。 

「気味が わるい ね」 

と、 他の 少年た ち も 相づち をう つた。 

「西洋 建築 は、 普通 は、 扉で 仕切られる ようになった 

ろうか 

部屋の 集りで、 その 部屋の 外に は、 通路と して 廊下が 

ついている。 ところが、 この 時計屋 敷の 間取り をみ る 

と、 そういう 扉 式の： tt 切が すくない。 原則として 力— 



、 、ゝ、 I 

レレ カレ」 

「いいと も」 

前進 を 開始した。 

かびくさい 部屋 を いくつか 通った。 

色の さめた 力— テンに 手 を かける と、 紙の ようにべ 

ま. こり 

リ ベリと さけた。 そして 頭上から どっと 何十 年の 埃 

が 落ちて 来た。 少年た ち は、 そのたび に 息が つまった。 

そのうちに、 大きな 部屋に 出た と 思ったら、 そのむ 

らせん 

こうに 階段が みえた。 螺旋 形に 曲った 広い 階段で、 そ 

の 真中に は 赤い ジュ ウタンが しいてあった。 その ジュ 

ウタンの ふち は 黒で あ つ た。 



びつ いて 来た ものが ある。 

「あ ッ」 

「出た ぞ」 

大きな 鷲の ような 影が、 壁に うつった。 

「コゥ モリ だ。 心配す るな」 

一番 下にい る 四 本が、 声 を はげまし ていった。 

「なんだ、 コゥ モリ か」 

五井が 持って いた 竹の杖 を ぴゅうぴゅう ふりまわす _ 

すると、 さわぎ はさら に 大きくな つた。 コゥ モリ は 一 

ぴき ではない らしい、 四 五 ひきは とんで いるよう だ。 

「コ ゥ モリが いるく らいなら、 あと は 大した ものが い 



口 ー プを とくと ころまで いかない 前に、 とつぜん 意外 

な ことが 起こった。 

「あ、 地震ら しい ぞ」 

「うん、 これ は 大きな 地震 だ」 

「あ、 こんなと ころに いて は、 あぶない ね」 

がたがたと、 四 少年の いる 板の間 は 大きく ゆれ だし 

た。 天井から は、 土の ような ものが ばらばら 落ちて 来 

た。 時計の 金具が、 ぎしぎ しきしむ。 四 少年 は、 たが 

いに 抱きあって、 ゆれが おさまる の を 待とうと したが 

そのと き 板の間が めり めり と 音 をた てて、 ぐらり と 

かたむ 

頃 ヽ —-こ o 



にぶつ かった。 そして それにぶ つかった はずみに、 す 

すべ 

ぐ 前の 壁の 穴の 中へ ずるずると 滑り こんだ。 

「あ ッ」 

身体の 平衡 を とりもどす ひま もない。 一 同 は、 はず 

みのつ いた ボ ー ル のように、 もん どり うって くらがり 

やみ 

の 闇の 中へ 叩きつ けられた が、 幸いに も そこ は 身体に 

やわらかく あたった。 

(畳が しいて あるな) 

と 気がついた。 そしてぶ— んと、 かびくさい 匂いが 

鼻 をう つ た。 

やっと 気が 落ちついて、 口が きけ るよう になって み 



「時計 だよ、 時計 はさつ きから 動いて いた、 だからち よ 

うどい いところ へ 来れば、 音 をた てて 鳴り ひびく はず 

だ」 

ニニつ うつたね、 三時 だ」 

「そうだ、 三時 だ、 ほんとうの 時間 は、 今 何時 ごろ だ 

ろうか」 

「やっぱり 三時 ごろ じ やない かな」 

「気味の わるい 音 だね、 この 時計台の 時計の ひびき は 

…：- J 

そうい つ ている とき、 つづ いて 思いがけない ことが 

起った。 



少年た ちが 見た もの は、 古ぼけた 洋風の 実験室ら し 

いものだった。 

いくつかの 台が あり、 その上に いろいろの 形 をした 

レトルト ゃビ ー 力— や 蛇管が、 それぞれの 架台の 上に 

のって いる。 たくさんの 壜が ある。 

まさつ でんき 

古い 型の 摩擦 電気 を 起す 発電機ら しい もの も ある。 

炉 らしい もの も ある。 ふ いごが 三つ もころ が つてい る- 

棚に は、 本 や 薬品の 壜 らしい もの も 並んで いる。 椅 

子が 一 つ 横た おしにな つてい る。 他の 腰掛 は、 ちゃん 

としてい る。 

壁に、 額縁が 一 つ、 ひん まがって 掛 つてい るが、 そ 



の 中には、 かんじんの 絵が はいって いなかった。 いや、 

はいって いない わけで はない。 そこに はいって いた 油 

しょうぞうが 

絵ら しい ものが、 切りと つてあった。 それ は 肖像画ら 

しかった。 

八 木 君 目 ざめ る 

話 は、 八 木の ことに もどる。 

八 木 君 は、 空 井 1 尸の 中に ひとりぼっち となり、 心細 

くな つていた。 空 井戸の 底から 上 を 見上げた とき、 井 

戸の 上 あたりで、 鬼火が 二つお どって いるの を 見て、 



びっくりした。 そこまでの 話 は、 前にして おいた。 

さ ±3 たま 

八 木 君 は、 肝 玉の すわって いる 方であった。 けれど 

も、 青白い 鬼火が ふわ ふわと 宙に おどって いるの を こ 

んな 場所で しかも 心細い ひとりぼっちで 見物し たんで 

は、 あまりい い 気持で はない。 

「ああ ぁァ …… 」 

と、 八 木 君 は 声 を あげて、 地下道 を また 奥の 方へ 逃 

げこんだ。 

そこで 彼 は 小さくな つて、 土の 壁に もたれて かがん 

でいた。 恐ろし さに 気がつかれ、 その上に、 ここへ は 

いってからの 活動の つかれ も 一時に 出て 来て、 八 木 君 



ろから、 こっちへ 流れ こんで 来たので ある。 それ は 

せんすい 

泉水の 大きな 池であった。 

そうで もあろう、 水の いきおい はもう れつであった 

とても 水の 出口 をふさぐ こと はでき ない ことが 分 つ た 

たとえ 八 木 君が、 自分のお 尻 を そこへ 持って いって、 

出口 を 力 いっぱい ふさいだ にしても、 一分 間 ももち き 

れ ないで あろう。 

さすがの 八 木 君 も、 すこし あわてな いわけに はいか 

なかった。 

また、 ざぶ ざぶ と 水 を わたって、 空 井 j 尸の 下へ 行つ 

てみ た。 そして 上へ 向けて 「お— ィ、 お ー ィ」 とよん 



でみ た。 

だが、 それ を 聞きつ けて、 井戸の 上に 姿 を 見せた 者 

は ひとり もなかった。 

(おいてけ ぼり になって、 こんなく らいと ころで 

土左衛門になる のか、 いや だな あ、 うん、 もっと、 頭 

を はたらかせて、 逃げ出す 道 を 探そう) 

絶望に おちいり やすくな つた 自分の 心 を 一 所 けんめ 

げきれい 

い 激励して、 八 木 君 は、 はじめいた 奥のと ころへ もど つ 

てきた。 

そこに は、 上から わずかながら も、 あかりが 照らし 

ている。 開きそう もない が、 扉が ある。 また 人 だか 鬼 



ス はそうと う 厚い ようで あるから、 ジャック. ナイフ 

しか 持って いない 彼に、 はたして 破れる かどう か、 

見込み はう すかった。 

このと き 水かさ はまして、 八 木 君の 乳の あたりから 

下 を ひたして いた。 いやな 思いで ある。 もう 五十 セン 

チも 水かさが 増せば、 いやで も 土左衛門 だ。 働く の は 

今の うちだ。 

八 木 君 は、 ガラス 天井の 下で、 かたわらの 土壁へ 

ジャック. ナイフ をた てて、 土 を 掘り だし、 足場 を 作 

り はじめた。 つまり 土壁に、 段 をつ ける ので ある。 そ 

して その 段 をの ぼ つ て、 ガラス 天井へ 近づこうと いう 



だが、 もし 他の 人が いて、 この 場の 光景 をもう す こ 

し 眺めて いたと したら、 その 人 は、 意外なる 出来事に 

ぶっかつ て、 大きな おどろきに うたれ たこと であろう _ 

八 木 君 は、 もはや 死体の ようになって ガラス 天井の 

すぐ 下に 水づ かりにな つてい る。 八 木 君が そうなる す 

こし 前から、 ガラス 天井の 上で は、 ひとりの 人物が 活 

躍して いた。 

その 人物 は、 両足 を 重い くさりで つながれ ていた。 

そして そのく さりの 一端から、 また 別の くさりが のび 

て、 太い 鉄の 柱 をが つちり とっかん でいた。 

その 人物 は、 昔 西洋の 僧侶が 着て いたよう な だぶ だ 



いものが 出来 るんだ」 

「ああ、 モリプデン 鋼の ことか」 

「大昔 は、 刀鍛冶た ちが、 行 先 を 知らせず、 ひとりで 

山の 中へ はいりこみ、 一ヶ月 も 二 ヶ月 も 家へ かえらな 

いこと があった。 それ は 刀鍛冶が、 この 水 鉛 〔# 「水 

鉛」 は 底本で は 「水 匕 の 鉱石 を 探す ために 山の 中へ 深く 

はいりこ むの だ。 そして その 場所 を 見つけても 誰に も 

知らせないで、 自分 だけの 用に 使って いた。 しかし そ 

の 刀鍛冶が 年 をと つて 死にそう になる と、 ひそかに 自 

分の あとつぎの 者に おしえた こと もあった そうだ。 と 

にかく、 この 水 鉛 鉛鉱が、 この 部屋に は、 あっちに も 



彼 は、 小暗い 階段の 下に 倒れて いた。 

気がつく が 早い か、 さっと 頭 を かすめた こと は、 怪 

囚人から 教えられ たこと だ。 ことに、 この 屋敷が、 も 

う 一 時間と たたない うちに 大 爆発 を するとい うお そろ 

しい 危険の ことであった。 

大 時計 を、 すぐにと めなくて はならない。 

そのために、 自分 は怪 囚人に 別れて、 急いで ガラス 

張りの 道路 〔# 「道路」 は ママ〕 を、 怪 囚人に 教えられ 

たと ぉリ、 走り だした はずだった。 それに も かかわら 

ず、 なぜ 自分 はこん なと ころに 倒れて いるので あるか 

訳が 分らなかった。 



足 もと を 見る と、 そこに はや はリ 厚い ガラスが はつ 

てあつた。 すると 怪 囚人の いたと ころから、 ここまで 

ずっと 同じ ガラス張りの 通路が つづいて いるのに ちが 

レなレ 

彼 はう しろ をふリ かえった。 怪 囚人の 姿が 見える か 

もしれ ない と 思った からで ある。 怪 囚人 は 自分が こん 

なと ころで 滑る かなん かして 倒れた ままで いるの を、 

遠くから 見ながら、 やきもきして いるので はなかろう 

ゝ o 

力 

そう 思って、 奥 をす かして 見た ので あるが、 奥 はい 

よいよ 暗く、 それに 通路が 曲って いるので、 怪 囚人の 



なるほど 人が 倒れて いる。 洋服 を 着て いる 男らしい。 

何者か。 

四 本 君が このと き 懐中電灯の 光 を、 檻の 中の 人の 顔 

にさし つけた。 

「おや、 骸骨 だよ。 骸骨が 洋服 を 着て いる」 

「手 も、 白骨に なって いる」 

檻の 中で 死んで いる 人物 は、 やはり 囚人で もあろう _ 

しかも 年代がず いぶんた つてい るら しい。 洋服 を 着て 

いると ころから 見る と、 外国人であろう か、 それとも 

当時の 新しがり屋であろう か。 

「まさか ャ リウスの 白骨 死体 じ やな かろうね」 



方々 探し まわった 末、 天井の 上に あたる 部屋から 救 

いだされ たの は、 永らく 行方 をたず ねら れ ていた 北岸 

を はじめ 七 人の 村人だった。 その 人た ち は、 あやうく 

餓死の 一 歩 手前で 救われた のだった。 

腹べ この かすれ 切った 声で、 彼らが 語った ところに 

よると、 七 人の 村人 はこの 屋敷の 中へ はリ いこんで、 

きき かい 力い 

その 奇々 怪々 なる 部屋 部屋 を 見て 歩いて いるう ちに、 

とつぜん 床が 落ち、 ぁッ という 間に 一同 はこの 部屋へ 

落ち こんだ の だ。 出る に は 壁が 高くて 出られず、 そこ 

で 一 同 は 今まで そこに 閉じ こめられ ていたの だとい う _ 

北岸た ち は、 この 屋敷 を 一刻も早く 出たがった。 日 



「とにかく ふしぎな こと だ」 

「世の中の こと は、 なんでも みんな 答が 出る という わ 

けに はいかな いよ」 

「水 鉛 鉛鉱の 鉱脈が 見つかつ たの は、 思いがけない 

おおて % ら 

大手 柄だった ね」 

そこで、 少年た ち は 晴れ やかに ほほえんだ。 
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